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要 旨
流星を常時観測するため、2023年に本部の先輩が防犯カメラを用いた流星の自動観測装置と検知プログラムを独自に
開発した。本研究ではこれらを応用して分光観測を行い、画像を解析する補正ソフトの開発を行って、流星の組成や
その母天体の分析を目指した。
１．研究背景
本校天文気象部では1953年より眼視による流星群の観測を行ってきた。2023年には常時観測するために、先輩

が5台の防犯カメラと電波による流星の自動観測システムを開発し、それらを用いて流星の経路や軌道等を分析し
た。本研究ではこの装置を応用し、新たに高感度のカメラに回折格子を取り付け、流星を分光観測して、その組成
を分析しようと考えた。これは高層大気や流星の元となる彗星・小惑星を観測することに繋がると考えられる。
２．研究目的
流星分光観測システムを構築して流星の成分を明らかに

し、母天体の彗星・小惑星の推定に繋げることを目指す。
３．研究方法
高感度なRaspberry Piカメラモジュール(IMX462)と防犯カ

メラ(Atomcam2)に回折格子を取り付けた、流星分光観測装
置を製作し(図1,2)、アクリルドームで防水対策、乾燥剤とア
ルミシートで結露対策を行った。またPythonを用いて分光画
像の補正ソフトを開発し、分析の効率化を図った。
４．結果・考察
(1)観測システムの構築
約一カ月間、分光観測を行い、計8個の流星のスペクトルを得ることに成功した。

そのうち、散在流星が1つ、おうし座南流星群の流星が4つ、ふたご座流星群の流星
が2つ、さらに比較的珍しいエリダヌス座ο流星群の流星が1つであった(図3)。
(2)流星の成分の分析
分光観測で得られた画像に歪み補正、スカイ減算、ダーク減算を開発した画像補正ソフトを用いて行い、解析は

分光解析ソフトウェアRSpec【1】を用いて、流星に含まれるナトリウム、マグネシウム、鉄の金属組成比を調べ、
三角図にプロットした(図4)。また、分光観測で得られたふたご座流星群の流星の観測動画をフレーム分解し、各
フレームについて上記と同様の手法を用いて、流星に含まれるナトリウム、マグネシウム、鉄の高度別の相対輝度
変化を調べた(図5)。高度に関しては、SonotaCo Network【2】のデータと本校でのビデオ観測から発光高度と消失
高度を算出した。その結果、成分によって高度別での発光の仕方に違いがあることが分かった。
(3)三大流星群の発光の仕方
三大流星群である、しぶんぎ座流星群、ペルセウス座流星群、ふたご座流星群について、各流星群の極大日に先

行研究【3】で製作されたビデオ観測装置を用いて観測されたデータから流星の相対継続時間と相対輝度について調
べた(図6)。どの流星群についても相対継続時間0.7付近で発光極大を迎えることが分かった。ペルセウス座流星群
については最後に急激に増光するという典型的な発光の仕方をしていることも確認できた【4】。

５．まとめ・今後の展望

流星分光観測装置と画像補正ソフトを開発し流星の組成を分析することができた。今後は眼視、ビデオ、電波、
分光の4手法での観測を継続し、データを蓄積して流星の起源に迫っていきたい。
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要 旨
2025年の天文学఍ジࣗࢽアセッションで、⣸㔠ᒣ・アトラスᙟ星の解析の発表を行ったが、本年は᪂たに Lemmon ᙟ

星（C/2025 A6）が出現したので、前ᅇと同様にデジタルカメラのカラー写真の解析を行い、୧者の比較を行った。

めにࡌࡣ．１
2025年の発表では、㥴台学ᅬの天文部ဨがデジタルカメラで撮影した⣸㔠ᒣ・アトラスᙟ星のカラー画像を、ࢸ

࢟ストᙧ式の画像フ࢓イル（ .ppm ᙧ式）に変᥮し、⡆༢な Python プログラムを౑用して r, g, b の㸱Ⰽに分

解して比較検討した。௒ᅇも同様な解析を行ったが、௒ᅇの天文部ဨの Lemmon ᙟ星の撮影画像にはⰋዲなものが

なかったため、前ᅇの研究で౑用した写真と近い写りの写真をインターネットで᥈し、チ可を得て౑用した。

２．使用෗┿
前ᅇの画像と㢮ఝした画像として、有㝈఍♫スターࢤイズ♫の

࣍ーム࣌ージより、右図の写真（図1）を利用させていただい

た。この写真は、10月30日に神ዉᕝ県ᖹሯ市にて、135mm F/2.5 
+ APS-Cのデジタル一眼レフカメラで撮影されたものである。

３．⏬ീゎᯒ方法
画像の解析方法は前ᅇと同様で、まࡎ画像処理ࢯフト gimpを

౑用して、࢟ࢸスト処理が可能な .ppm に変᥮し、これをPython 

プログラムを用いて r, g, b それぞれの画像に分解する、とい

う方法である。

４．r,g,b ᙟᫍ㸦C/2023 A3㸧とのẚ㍑ࢫラࢺの⏬ീと๓ᅇ㸦⣸㔠ᒣ・アࢀࡒࢀࡑ
r,g,bに分解した画像は以下の通り、図2が⣸㔠ᒣ・アトラスᙟ星、図3が௒ᅇのLemmonᙟ星の分解画像である。

５．ᙟᫍ㢌㒊のྛࠊカラ࣮による㐪࠸
௒ᅇの Lemmon ᙟ星は、前ᅇの画像と比較するとgreenの画像で頭部がࢥンࣃクトに㍤いているのが≉ᚩ的であ

る。また、greenの画像ではᙟ星の୰心部の外側（前側）にⷧくもやが広がっているのが見えるが、red,blueの画

像では࡯と࡝ࢇ写っていない。

ᑿの部分については、redの画像で明瞭に頭部の࿘りの広がりが観ᐹされ、greenのᙉかった前ᅇと比較すると㐪

いがある。

㸴．まとめ
௒ᅇも比較的⡆༢な画像処理プログラムで天体画像のカラー解析を行うことができ、ᙟ星のカラーの≉性を検出

することができたが、異なる観測の結果の比較のሙ合、それぞれのカラー写真の≉性の㐪いを考៖しなけれࡤなら

ない。౛えࡤ、௒ᅇのሙ合は写真全体が㉥味がかっているためにredの画像でᙟ星のᙧがはっきり写った可能性も

ある。こうした≉性の㐪いを㝖ཤするためには、基‽になるᜏ星を㑅ࢇでその写り方を比較するな࡝の検討を行う

必要があると考えられる。
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